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探触子を用いた。心尖部アプローチにより後室間溝を検索し、カラードプラで右冠動脈末梢の後下行枝血流を
検出した後、パルスドプラ法で血流速度を測定した。冠血流速度予備能は冠拡張時の平均および最大血流速度
の安静時血流に対する比として算出した。得られた冠血流速度予備能の値を、心エコー図検査から一週間以内
に実施した冠動脈造影の結果と比較した。また、無作為に選んだ15例では、心カテーテル時に経胸壁心エコー
図で後下行枝の冠血流予備能を測定し、同時に測定したドプラガイドワイヤによる冠血流予備能と比較した。 
［結果］60例中49例（82％）で血流速度の記録が可能であった。冠血流速度予備能は右冠動脈に有意狭窄（径
狭窄率75％以上）を認めた群で1.4±0.4、認めなかった群で2.6±0.6であった。右冠動脈における冠血流速度
予備能2.0以下は、右冠動脈の有意狭窄を感度88％、特異度91％で診断可能であった。また、経胸壁心エコー図
による冠血流速度予備能は、ドプラガイドワイヤで得られた結果と良好な相関を示した（r＝0.98）。 
［結論］コントラスト経胸壁ドプラ心エコー図による右冠動脈後下行枝の冠動脈血流速度予備能測定は、右冠
動脈の有意狭窄を診断するための新しい非侵襲的方法である。よって、本研究はコントラスト経胸壁ドプラ心
エコー図法を用いた右冠動脈狭窄の診断への新しいアプローチを示したことから、本研究者は博士（医学）の
学位を授与されるに値するものと認められた。 
